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ふるさと文学館 

祝・谷崎由依氏 芸術選奨文部科学
大臣新人賞 受賞  （～5月22日） 
 

 

 

越前市出身の絵本作家 加古里子の複製原画や絵本

を紹介しています。 

第 1部では、『だるまちゃんとてんぐちゃん』『あ

そびずかんなつのまき』など、元気に遊び学ぶ子ど

もたちを描いた作品を紹介しています。生き生きと

した子どもたちの姿をお楽しみください。当館オリ

ジナルのインタビュー映像も上映中。 

 

加古里子の世界 
第 1 部 遊び学ぶ子どもたち（～6 月 26 日） 
 

祝・荒川洋治氏 恩賜賞・日本芸術院賞 受賞 

福井市出身の小説家 谷崎由依氏が 2018年度芸術選

奨の文部科学大臣新人賞に輝きました。昨年 7月に刊

行した小説『鏡のなかのアジア』が評価されました。 

これを記念して、谷崎氏の作品や業績を紹介してい

ます。 

敦賀市出身の絵本作家 刀根里衣氏は、イタ

リアを拠点に活躍中です。繊細なタッチで描か

れた色鮮やかな作品を是非お楽しみください。

刀根氏の絵本を読むこともできます。 

刀根里衣原画展 

 

福井の春を描いた文学 
（～4 月 24 日） 
0 

（5月24日～7 月 10 日） 
 

（～5 月 26 日） 

 

坂井市出身の現代詩作家 荒川洋治氏が、優れた芸術活動を表彰する 2018 年度恩

賜賞・日本芸術院賞の受賞者に決定しました。優れた詩集を持続的に刊行し、充実し

た詩論を展開した業績が評価されました。授賞式は 6月に開かれます。 

これを記念して、荒川氏の著作や業績を紹介します。 

 

春の日野山に登った思い出を綴った深田久弥『山

頂の憩い』や、足羽山の名物、木の芽田楽を短歌に

詠んだ俵万智『短歌の旅』など、福井の春の風物を

描いた随筆や詩歌、小説を紹介しています。 

 

（～6 月 26 日） 

（～4 月 24 日） 
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イベント情報 

情 報 

 

＊白字の日は休館日です。 
＊開館時間は、 

火～金曜日:午前 9時～午後 7時、 
土・日・祝日:午前 9時～午後 6時 です。 

＊4/27～5/6は全日開館します。 
開館時間は午前 9時～午後 6 時 です。 

＊福井駅東口から図書館まで運行している無料シャト
ルバス（フレンドリーバス）をご利用ください。 

  開館日カレンダー 

発行：福井県ふるさと文学館  〒918-8113 福井市下馬町 51-11 (福井県立図書館内) 

キッズ文学キネマ 

会場：ふるさと文学館 映像コーナー 

定員：30 名 （無料・当日受付） 

 

福井ゆかりの児童文学作家たち 

日 時：5月26日（日）14:00～15:30 

 
 

文学カフェ 

令和が来た！―SNS 時代の小説― 

 
日 時：5月5日（日・祝） 

14:00～14:40 

 
 
・『じごくのそうべえ』   
（たじまゆきひこ/原作） 
 

・『でたらめ経』  
（宇野浩二/原作） 

日 時：5月12日（日）14:00～15:30 

 
 

『幻獣降臨譚』（講談社）でデビュー。主に少女向け

のライトノベルを執筆。代表作は『聖鐘の乙女』シ

リーズ（一迅社）、『狼と勾玉』シリーズ（集英社）、

『迷宮』シリーズ（幻冬舎）など。 

 

かこさとしふるさと絵本館「石
ら

石
く

」館長、仁愛大学・

仁愛女子短期大学名誉教授。越前らくひょうしぎの

会代表。専門分野は、児童文学・絵本分析論、口演

童話史の研究。 

講 師:谷出千代子氏 （児童文学研究者） 

小説家になるまでのいきさつや、ネットやＳＮＳを

使った創作活動について語ります。 

 

こどもの読書週間にちなみ、児童文学を原作 

としたアニメーションを上映します！ 

会場：県立図書館 研修室 

定員：30 名 （要申込・参加無料） 

（電話、FAX、メールにて、または文学館カウンターまで） 

加古里子を中心に福井ゆかりの児童文 

学作家について語ります。 

会場：県立図書館 研修室 定員：30 名 （要申込） 

（電話、FAX、メールにて、または文学館カウンターまで） 

ふる文ナビゲーター 好評貸出中！（無料） 

 福井ゆかりの作家のエピソードを、著名人が語る音声ガイドです。

荒川洋治氏が高見順を、池澤夏樹氏が三好達治を解説しています。 

企画展の解説も収録。観覧の際は是非ご利用下さい！ 

ふくい文学ゼミ ２０１９ 
作家養成講座 受講者募集！ 

 

お申し込みは 

5 月 24 日（金）必着 

ご応募お待ちしています！ 
 
※提出作品による選考有 

参加費：250 円（飲み物代） 

 

日 時：6月１日（土）13:00～14:30 

 
 

ジュニア文学カフェ 
 

京都造形芸術大学教授。新聞記者、テレビ局勤務を経

て 2000年『無頭人』（朝日新聞社）で朝日新人文学賞

を受賞。ほかに『アトピー・リゾート』、『ミルトンの

アベーリャ』（いずれも講談社）など。 

会場：県立図書館 多目的ホール  

対象：中学生・高校生 

定員：50 名（要申込・参加無料） 

（電話、FAX、メールにて、または文学館カウンターまで） 

※県高校文化連盟文芸部会と共催 

小説のつくり方や魅力について語ります。 

文学講座 

講 師:本宮ことは氏 （ライトノベル作家） 

講 師:辻井南青紀氏 （小説家） 

講師：上田恭弘氏（新潮社編集者）ほか 

定員：20 名  

対象：以下のすべてに当てはまる方 


